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若林 芳樹
【専門】都市地理学、地図学、地理情報科学。東京をはじめとする都市を対象にした人文地理学研究が
専門。とくに人間の空間的行動に関するミクロな研究と、地理情報システム（GIS）を用いたマクロな研究
を行ってきた。また、人間の空間認知と地図の関わりについて、デジタル化の影響をふまえた変化の研究
にも取り組んでいる。

東京都立大学　プレミアム・カレッジ特任教授

私の専門分野は地理学で、自然と人間のかかわりのもとに形成された地域の様々な現象を

扱っています。そのため、文系・理系の枠を超えた複眼的なものの見方が重要になります。

私自身もこれまで文系と理系の学部に所属してきて、文理融合の難しさと魅力も実感して

きました。とくに私が重視しているのは、研究手段としての地図の利活用です。私の授業では

地図に刻み込まれた自然と人間の営みの痕跡から地域の隠れた側面を解き明かしたり、

様々な情報を地図に表現する方法を伝えたいと思っています。受講者の方たちは多様な

興味・関心と経歴をお持ちのはずですが、私自身のこれまでの経験を生かしながら、幅広い

テーマについて一緒に考えてゆくつもりです。

松本 淳
【専門】気候学、気象学、自然地理学。日本やアジアを中心としたグローバル・スケールでの気候学
の研究が専門。主に世界各地のモンスーン気候について、季節変化や極端降雨の発生機構、気候
変動等についての研究を行ってきた。気候変動や気候環境が、農業などの人間活動や人間の
健康に及ぼす影響についても研究をしている。最近は古い気象観測記録や古日記の天候記録
から江戸時代の気候を復元する研究にも取り組んでいる。

東京都立大学　プレミアム・カレッジ長

この世の中の自然や環境・人間社会には、実はまだわからない事が沢山あります。私は地理学を

専攻し、人間生活や文化にも大きな影響を与える気候について、地域を明らかにする視点から

研究してきました。プレミアム・カレッジの教員になってからは、ゼミ生の身近な自然や歴史・文化等

に関する実に多様な研究テーマに出会い、それに対してゼミの仲間たちと一緒に悩み考えること

を通じて、今までわからなかったことをわかることに変える喜びを、共に味わうことを楽しむ

ようになりました。皆さんのやる気に触発されながら、私自身の専門にはとらわれずに、どんな

ことでも一緒に取り組んでいきます。

下川 昭夫
【専門】臨床心理学、コミュニティ臨床。精神科・脳外科などでの心理療法や東京都老人総合研究所
での認知症高齢者の研究などを経て、地域コミュニティの中での心理臨床を研究している。ここ２０年
くらいは小中学校における多様な児童生徒の課題に取り組み、東京都のフリースクールに関する委員
なども務めている。

東京都立大学　プレミアム・カレッジ特任教授

学習は主に学齢期における取り組みと狭く考えられがちです。しかし人生に自らを適応させて

行く過程で、自分自身との内なる対話を通じ、生涯にわたって取り組む必要があるものです。

高齢になるとあたりまえにあったものを手放さなくてはならなくなったり、周りとの関係が変化

したりします。エリクソンは高齢期の発達課題で、うまくいかずに絶望を感じたり、逆に経験が

統合されることでの満足感が得られるとしています。この発達課題に取り組むには、今までに

ない学習が必要ですが、そこでの内なる対話には、外での対話が不可欠です。自分も同様なので

受講者と共に、自ら自身と直面することになる発達課題へ取り組むお手伝いができるとよいと

考えています。

和田 清美
【専門】都市社会学、コミュニティ論、地域組織論。都市コミュニティの社会学理論と実証研究
ならびにコミュニティ政策を研究テーマにしています。研究の主なフィールドは「東京」です。東京
の各地域でのコミュニティ形成・まちづくり活動のフィールドワークを積み重ねてきており、「地域
の現場」から発想する、「社会調査」にもとづいた、大都市東京の社会変動と政策課題の解明に
取り組んでいます。

東京都立大学　プレミアム・カレッジ特任教授

「都市」は時代の変化を先取りし、大変魅力的な面をもっています。その反面、さまざまな社会

課題をかかえています。ゼミでは、「都市」ならびに「東京」の「社会」の魅力や面白さ、そして

さまざまな課題を一緒に考え、ディスカッションできればと考えています。また、「地域の

現場」から発想する、「社会調査」にもとづいた都市の社会課題や政策課題についても、一緒に

考えたいと思っています。「都市」ならびに「東京」、そして「社会調査」、「コミュニティ形成・

まちづくり」に関心をもつ皆さまの受講を期待しています。

串山 久美子
【専門】メディアアート、バーチャルリアリティ、情報学。デジタル技術を活用したアートやVR・AR
コンテンツの制作を通して、テクノロジーと人、社会の新しい関係を探究している。福祉・工学・
デザインなどの分野を横断し、人々の体験や社会の課題から、新しい表現やデザインを生み出す。
ローカル5Gによる車いすユーザーの活動支援、ARを活用した地域連携、世代間学習によるAI研究
など、社会とつながる実践的な教育・研究を進めている。

東京都立大学　プレミアム・カレッジ特任教授

私は、メディアアート、VR・ARやAI、インターフェース、福祉などを横断し、デザインと工学を

融合した研究を行っています。年を重ねてきたからこそ見えてくる社会の課題や人々の暮らしに

目を向け、これまで培ってきた経験や知恵と、新しい発想やテクノロジーを組み合わせ、私たち

だからこそできる「温故知新」の提案を生み出し、より豊かで暮らしやすい社会につなげることを

目指しています。授業では、アートとテクノロジーが生み出してきたメディア表現の歴史や、最新

の作品やVRやAI技術にも実際に触れてみます。皆さんの経験や興味、疑問を出発点に、一緒に

考え、楽しくチャレンジしていきましょう。新しい出会いと発見を楽しみにしています。

高橋 日出男
【専門】都市気候学、地域スケール気候学、気候変化。降水現象に関連する都市～大陸スケールのデータ
解析や、都市気候・局地風系など地域の大気環境に関わる研究をしている。たとえば、高密度な気象
観測データを用いた統計解析やリモートセンシング機器による観測などにより、短時間強雨の発生に
与える都市の影響やヒートアイランド現象の発現プロセス、都市大気の詳細な立体構造の把握などに
取り組んできた。近年では季節推移の長期変化にも関心を持っている。気候影響・利用研究会会長など。

東京都立大学　プレミアム・カレッジ特任教授

これまでに降水現象に関連する都市～大陸スケールのデータ解析、都市気候・局地風系など地域の

大気環境、強雨や季節の長期変化などについて研究してきました。研究に対するモチベーションは、

一人一人違っていて多様です。私は、時間・空間的に高密度なデータを収集し、あるいは自分で観測し、

データから現象の像を描き出すことにワクワクしながら研究に取り組んできました。社会で多様な

経験を有するプレミアム・カレッジの皆さんは、さまざまに取り組みたいテーマを持っていて、新たな

学びに対する大きな期待感をお持ちです。皆さんの興味・関心を生かしたテーマのもと、ゼミなどで

議論を重ねながら、皆とワクワク感を共有して増幅させ、一緒に学びを深めていければと考えます。
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